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の
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制
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す
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条
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一
部
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正
す
る
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八
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公
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企
業
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置
等
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す
る
条
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一
部
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正
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る
条
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八

条
例
の
あ
ら
ま
し

○
　
山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
二
号
）
（
建
築
住
宅
課
）

1
　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

㈠
　
住
宅
の
新
築
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
等
に
つ
い
て
、
手
数
料
の

額
を
改
定
す
る
。

㈡
　
住
宅
の
容
積
率
に
関
す
る
特
例
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
。

㈢
　
住
宅
の
質
の
向
上
及
び
円
滑
な
取
引
環
境
の
整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
住
宅
の
新
築
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
の
認
定
の

申
請
に
係
る
手
数
料
等
を
定
め
る
。

㈣
　
そ
の
他
規
定
の
整
備
を
行
う
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
三
号
）
（
警
察
本
部
生

活
安
全
企
画
課
）

1
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

㈠
　
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
。

㈡
　
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
。

㈢
　
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可
の
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の

許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
の
額
を
定
め
る
。

㈣
　
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
の
額
を
定
め
る
。

㈤
　
そ
の
他
規
定
の
整
備
を
行
う
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
四
号
）
（
耕
地

課
）

1
　
国
営
土
地
改
良
事
業
に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

㈠
　
条
例
の
題
名
を
「
国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
等
徴
収
条
例
」
に
改
め
る
。

㈡
　
国
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
の
支
払
い
に
係
る
利
率
を
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
年
度
ご
と
に

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
率
に
改
め
る
。

㈢
　
県
が
農
地
の
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る
特
別
徴
収
金
に
つ
い
て
定
め
る
。

㈣
　
そ
の
他
規
定
の
整
備
を
行
う
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
五

号
）
（
森
林
整
備
課
）

1
　
土
砂
の
崩
壊
等
の
防
止
を
図
る
た
め
、
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
対
象
に
つ
い
て
、
採
取
土
砂
の

み
に
よ
る
埋
立
て
等
を
許
可
の
適
用
除
外
と
す
る
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
　
山
梨
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
六
号
）

（
企
業
局
総
務
課
）

1
　
奈
良
田
第
一
発
電
所
及
び
奈
良
田
第
二
発
電
所
の
常
時
使
用
水
量
の
変
更
に
伴
い
、
奈
良
田
第
一

発
電
所
及
び
奈
良
田
第
二
発
電
所
の
常
時
出
力
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条
　
　
　
例

山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
五
十
二
号

山
梨
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



山
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県
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号
外
　
　
第
五
十
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令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

二

千
円
」
を
「
五
十
一
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
中
「
適
合
証
」
を
「
確
認
書
等
」
に
改
め
、
同
項

ロ
㈠
中
「
六
万
七
千
円
」
を
「
七
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
㈡
中
「
十
五
万
四
千
円
」
を
「
十
六

万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
㈢
中
「
二
十
四
万
五
千
円
」
を
「
二
十
五
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項

ロ
㈣
中
「
四
十
八
万
千
円
」
を
「
四
十
九
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
㈤
中
「
八
十
五
万
九
千
円
」

を
「
八
十
八
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
㈥
中
「
百
四
十
七
万
四
千
円
」
を
「
百
五
十
二
万
二
千

円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
㈦
中
「
二
百
七
十
二
万
六
千
円
」
を
「
二
百
八
十
一
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同

項
ロ
㈧
中
「
三
百
八
十
九
万
七
千
円
」
を
「
四
百
一
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
㈨
中
「
四
百
七
十

七
万
七
千
円
」
を
「
四
百
九
十
二
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
百
八
十
一
の
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
項
た
だ

し
書
中
「
得
た
額
」
の
下
に
「
に
変
更
に
係
る
当
該
共
同
住
宅
等
の
戸
数
を
乗
じ
て
得
た
額
」
を
加

え
、
同
項
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金

額㈠
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
す
る
場
合
　
百
八
十
の
項
の
イ
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
手
数
料
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

㈡
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
し
な
い
場
合
　
百
八
十
の
項
の
ロ
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
手
数
料
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

ロ
　
住
宅
の
質
の
向
上
及
び
円
滑
な
取
引
環
境
の
整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
八
号
。
百
八
十
一
の
二
の
項
及
び

百
八
十
三
の
三
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
長
期

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
を
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
金
額

㈠
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
す
る
場
合
　
百
八
十
三
の
三
の
項
の
イ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に
掲

げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
イ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に
定
め
る
金
額

㈡
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
し
な
い
場
合
　
百
八
十
三
の
三
の
項
の
ロ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に

掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
ロ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に
定
め
る
金
額

別
表
第
二
の
百
八
十
一
の
項
ハ
を
削
る
。

別
表
第
二
の
百
八
十
一
の
二
の
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
項

た
だ
し
書
中
「
得
た
額
」
の
下
に
「
に
変
更
に
係
る
当
該
共
同
住
宅
等
の
戸
数
を
乗
じ
て
得
た
額
」
を

加
え
、
同
項
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金

額㈠
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
す
る
場
合
　
百
八
十
の
二
の
項
の
イ
に
掲
げ
る
住
宅
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
手
数
料
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

別
表
第
二
の
百
八
十
の
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項

イ
中
「
適
合
証
（
別
に
知
事
が
指
定
す
る
者
が
作
成
し
た
、
当
該
申
請
に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
が
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
い
う
。
ハ
及
び
百
八
十
の
二
の
項
か
ら
百
八
十

一
の
二
の
項
」
を
「
確
認
書
等
（
そ
の
住
宅
の
構
造
及
び
設
備
が
長
期
使
用
構
造
等
（
長
期
優
良
住
宅

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
使
用
構
造
等
を
い
う
。
）
で
あ
る
旨

が
記
載
さ
れ
た
確
認
書
（
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
書
を
い
う
。
）
若
し
く
は
住
宅
性
能
評
価
書
（
同
法
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
評
価
書
を
い
う
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
写
し
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か

ら
百
八
十
三
の
六
の
項
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈠
中
「
住
宅
」
の
下
に
「
（
人
の
居
住
の
用
以
外
の
用
途

に
供
す
る
部
分
を
有
し
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
か
ら
百
八
十
三
の
六
の
項
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
加
え
、
「
八
千
三
百
円
」
を
「
一
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈡
中
「
共
同
住
宅
等
」

の
下
に
「
（
共
同
住
宅
、
長
屋
そ
の
他
の
一
戸
建
て
の
住
宅
以
外
の
住
宅
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら

百
八
十
三
の
六
の
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
一
万
三
千
円
」
を
「
二
万
五
千
円
」
に

改
め
、
同
項
イ
㈢
中
「
二
万
二
千
円
」
を
「
三
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈣
中
「
三
万
千
円
」
を

「
六
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈤
中
「
五
万
五
千
円
」
を
「
九
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈥

中
「
九
万
四
千
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈦
中
「
十
五
万
三
千
円
」
を
「
二
十
三

万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈧
中
「
十
八
万
八
千
円
」
を
「
三
十
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈨

中
「
二
十
万
円
」
を
「
三
十
四
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ロ
を
削
り
、
同
項
ハ
中
「
適
合
証
及
び
設

計
住
宅
性
能
評
価
書
の
写
し
の
い
ず
れ
も
」
を
「
確
認
書
等
を
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈠
中
「
四
万
六
千

円
」
を
「
四
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈡
中
「
十
万
五
千
円
」
を
「
十
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同

項
ハ
㈢
中
「
十
六
万
六
千
円
」
を
「
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈣
中
「
三
十
二
万
七
千
円
」
を

「
三
十
三
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈤
中
「
五
十
八
万
四
千
円
」
を
「
五
十
九
万
二
千
円
」
に
改

め
、
同
項
ハ
㈥
中
「
百
万
二
千
円
」
を
「
百
一
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈦
中
「
百
八
十
五
万
三

千
円
」
を
「
百
八
十
七
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈧
中
「
二
百
六
十
四
万
九
千
円
」
を
「
二
百
六

十
七
万
九
千
円
」
に
改
め
、
同
項
ハ
㈨
中
「
三
百
二
十
四
万
六
千
円
」
を
「
三
百
二
十
八
万
四
千
円
」

に
改
め
、
同
項
中
ハ
を
ロ
と
す
る
。

別
表
第
二
の
百
八
十
の
二
の
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、

同
項
イ
中
「
適
合
証
」
を
「
確
認
書
等
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈠
中
「
一
万
千
九
百
円
」
を
「
二
万
五
千

円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈡
中
「
一
万
九
千
円
」
を
「
三
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈢
中
「
三
万
二

千
円
」
を
「
五
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈣
中
「
四
万
四
千
円
」
を
「
九
万
三
千
円
」
に
改
め
、

同
項
イ
㈤
中
「
八
万
円
」
を
「
十
四
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈥
中
「
十
三
万
五
千
円
」
を
「
二

十
一
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈦
中
「
二
十
一
万
九
千
円
」
を
「
三
十
五
万
九
千
円
」
に
改
め
、

同
項
イ
㈧
中
「
二
十
六
万
九
千
円
」
を
「
四
十
五
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
項
イ
㈨
中
「
二
十
八
万
七



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

三

㈡
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
し
な
い
場
合
　
百
八
十
の
二
の
項
の
ロ
に
掲
げ
る
住
宅
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
手
数
料
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

ロ
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
を
す
る
場
合
　

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額

㈠
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
す
る
場
合
　
百
八
十
三
の
四
の
項
の
イ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に
掲

げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
イ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に
定
め
る
金
額

㈡
　
申
請
に
併
せ
て
確
認
書
等
を
提
出
し
な
い
場
合
　
百
八
十
三
の
四
の
項
の
ロ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に

掲
げ
る
住
宅
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
ロ
㈡
か
ら
㈨
ま
で
に
定
め
る
金
額

別
表
第
二
の
百
八
十
二
の
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
の
百
八
十
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
八
十
三
の
二
　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及

の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
住
宅
の
容
積
率
に

関
す
る
特
例
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る

審
査

住
宅
の
容
積
率
の
特
例
許

可
申
請
手
数
料

十
六
万
円

百
八
十
三
の
三
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
法
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
長
期
優
良
住
宅

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下

こ
の
項
か
ら
百
八
十
三
の
六
の
項
ま
で

に
お
い
て
「
改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
住
宅
の
新
築
に
係
る
長
期
優

良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
（
改
正
前

長
期
優
良
住
宅
法
第
九
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
変
更
を
除
く
。
）
の
認
定

の
申
請
に
対
す
る
審
査

改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
て
い
る
住
宅
の
新
築

に
係
る
長
期
優
良
住
宅
建

築
等
計
画
変
更
認
定
申
請

手
数
料

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

次
に
定
め
る
金
額
（
改

正
前
長
期
優
良
住
宅
法

第
八
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
改
正
前
長

期
優
良
住
宅
法
第
六
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る

申
出
を
す
る
場
合
は
、

山
梨
県
建
築
基
準
法
施

行
条
例
別
表
第
二
第
一

号
の
表
床
面
積
の
合
計

の
欄
及
び
別
表
第
二
第

二
号
の
表
種
別
の
欄
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
金
額
の
欄
に

定
め
る
金
額
を
加
え
た

額
）
。
た
だ
し
、
共
同

住
宅
等
に
あ
っ
て
は
当

該
額
を
既
に
計
画
の
認

定
を
受
け
た
戸
数
で
除

し
て
得
た
額
と
し
、
百

円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
。

イ
　
申
請
に
併
せ
て
確

認
書
等
を
提
出
す
る

場
合
　
次
に
掲
げ
る

住
宅
の
区
分
に
応
じ

、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
金
額

　
㈠
　
一
戸
建
て
の
住

宅
　
六
千
五
百
円

　
㈡
　
総
戸
数
が
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
一
万
千
五
百

円

　
㈢
　
総
戸
数
が
五
戸

を
超
え
十
戸
以
内

の
共
同
住
宅
等
　

一
万
八
千
円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
二
万
九
千
五

百
円

　
㈤
　
総
戸
数
が
二
十

五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
共
同
住

宅
等
　
四
万
六
千

五
百
円



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

四

　
㈥
　
総
戸
数
が
五
十

戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
七
万
円

　
㈦
　
総
戸
数
が
百
戸

を
超
え
二
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
十
一
万
八
千
五

百
円

　
㈧
　
総
戸
数
が
二
百

戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
十
五
万
円

　
㈨
　
総
戸
数
が
三
百

戸
を
超
え
る
共
同

住
宅
等
　
十
七
万

五
百
円

ロ
　
申
請
に
併
せ
て
確

認
書
等
を
提
出
し
な

い
場
合
　
次
に
掲
げ

る
住
宅
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
金
額

　
㈠
　
一
戸
建
て
の
住

宅
　
二
万
三
千
円

　
㈡
　
総
戸
数
が
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
五
万
三
千
円

　
㈢
　
総
戸
数
が
五
戸

を
超
え
十
戸
以
内

の
共
同
住
宅
等
　

八
万
四
千
円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
十
六
万
五
千

円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
十
六
万
五
千

円

　
㈤
　
総
戸
数
が
二
十

五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
共
同
住

宅
等
　
二
十
九
万

四
千
五
百
円

　
㈥
　
総
戸
数
が
五
十

戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
五
十
万
六
千
円

　
㈦
　
総
戸
数
が
百
戸

を
超
え
二
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
九
十
三
万
六
千

円

　
㈧
　
総
戸
数
が
二
百

戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
百
三
十
三
万

八
千
円

　
㈨
　
総
戸
数
が
三
百

戸
を
超
え
る
共
同

住
宅
等
　
百
六
十

四
万
五
百
円

百
八
十
三
の
四
　
改
正
前
長
期
優
良
住
宅

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
住

宅
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
長
期
優
良

住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
（
改
正
前
長

期
優
良
住
宅
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
変
更
を
除
く
。
）
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る
審
査

改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
て
い
る
住
宅
の
増
築

又
は
改
築
に
係
る
長
期
優

良
住
宅
建
築
等
計
画
変
更

認
定
申
請
手
数
料

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

次
に
定
め
る
金
額
（
改

正
前
長
期
優
良
住
宅
法

第
八
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
改
正
前
長

期
優
良
住
宅
法
第
六
条



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

五

第
二
項
の
規
定
に
よ
る

申
出
を
す
る
場
合
は
、

山
梨
県
建
築
基
準
法
施

行
条
例
別
表
第
二
第
一

号
の
表
床
面
積
の
合
計

の
欄
及
び
別
表
第
二
第

二
号
の
表
種
別
の
欄
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
金
額
の
欄
に

定
め
る
金
額
を
加
え
た

額
）
。
た
だ
し
、
共
同

住
宅
等
に
あ
っ
て
は
当

該
額
を
既
に
計
画
の
認

定
を
受
け
た
戸
数
で
除

し
て
得
た
額
と
し
、
百

円
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
。

イ
　
申
請
に
併
せ
て
確

認
書
等
を
提
出
す
る

場
合
　
次
に
掲
げ
る

住
宅
の
区
分
に
応
じ

、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
金
額

　
㈠
　
一
戸
建
て
の
住

宅
　
一
万
円

　
㈡
　
総
戸
数
が
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
一
万
七
千
円

　
㈢
　
総
戸
数
が
五
戸

を
超
え
十
戸
以
内

の
共
同
住
宅
等
　

二
万
七
千
円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
四
万
四
千
五

百
円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
四
万
四
千
五

百
円

　
㈤
　
総
戸
数
が
二
十

五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
共
同
住

宅
等
　
七
万
円

　
㈥
　
総
戸
数
が
五
十

戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
十
万
五
千
円

　
㈦
　
総
戸
数
が
百
戸

を
超
え
二
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
十
七
万
七
千
五

百
円

　
㈧
　
総
戸
数
が
二
百

戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
二
十
二
万
五

千
円

　
㈨
　
総
戸
数
が
三
百

戸
を
超
え
る
共
同

住
宅
等
　
二
十
五

万
六
千
円

ロ
　
申
請
に
併
せ
て
確

認
書
等
を
提
出
し
な

い
場
合
　
次
に
掲
げ

る
住
宅
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
金
額

　
㈠
　
一
戸
建
て
の
住

宅
　
三
万
四
千
五

百
円



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

六

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
五
十
三
号

山
梨
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
五
の
一
の
項
中
「
銃
砲
又
は
」
を
「
銃
砲
等
又
は
」
に
改
め
、
同
項
イ
中
「
基
づ
く
」
の
下

に
「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
同
項
ロ
中
「
同
時
に
他
の
同
項
」
を
「
同
時
に
他
の
銃

砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
」
に
、
「
申
請
に
あ
っ
て
は
」
を
「
申
請
に
係
る
審
査
に

あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
項
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

　
　
百
円

　
㈡
　
総
戸
数
が
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
七
万
九
千
五

百
円

　
㈢
　
総
戸
数
が
五
戸

を
超
え
十
戸
以
内

の
共
同
住
宅
等
　

十
二
万
六
千
円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
二
十
四
万
七

千
五
百
円

　
㈤
　
総
戸
数
が
二
十

五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
共
同
住

宅
等
　
四
十
四
万

二
千
円

　
㈥
　
総
戸
数
が
五
十

戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
七
十
五
万
九
千

円

　
㈦
　
総
戸
数
が
百
戸

を
超
え
二
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
百
四
十
万
四
千

円

　
㈧
　
総
戸
数
が
二
百

戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
二
百
万
七
千

五
百
円

　
㈨
　
総
戸
数
が
三
百

戸
を
超
え
る
共
同

住
宅
等
　
二
百
四

十
六
万
千
円

百
八
十
三
の
五
　
改
正
前
長
期
優
良
住
宅

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
長

期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
（
改

正
前
長
期
優
良
住
宅
法
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
変
更
に
限
る
。
）
の

認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
て
い
る
住
宅
の
譲
受

人
を
決
定
し
た
場
合
に
お

け
る
長
期
優
良
住
宅
建
築

等
計
画
変
更
認
定
申
請
手

数
料

千
八
百
円

百
八
十
三
の
六
　
改
正
前
長
期
優
良
住
宅

法
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
地
位
の
承

継
の
承
認
の
申
請
に
対
す
る
審
査

改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

の
規
定
に
基
づ
く
長
期
優

良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認

定
を
受
け
た
地
位
の
承
継

承
認
申
請
手
数
料

千
八
百
円

　
　
百
円

　
㈡
　
総
戸
数
が
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
七
万
九
千
五

百
円

　
㈢
　
総
戸
数
が
五
戸

を
超
え
十
戸
以
内

の
共
同
住
宅
等
　

十
二
万
六
千
円

　
㈣
　
総
戸
数
が
十
戸

を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
二
十
四
万
七

千
五
百
円

　
㈤
　
総
戸
数
が
二
十

五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
共
同
住

宅
等
　
四
十
四
万

二
千
円

　
㈥
　
総
戸
数
が
五
十

戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
七
十
五
万
九
千

円

　
㈦
　
総
戸
数
が
百
戸

を
超
え
二
百
戸
以

内
の
共
同
住
宅
等

　
百
四
十
万
四
千

円

　
㈧
　
総
戸
数
が
二
百

戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
共
同
住
宅

等
　
二
百
万
七
千

五
百
円

　
㈨
　
総
戸
数
が
三
百

戸
を
超
え
る
共
同

住
宅
等
　
二
百
四

十
六
万
千
円

百
八
十
三
の
五
　
改
正
前
長
期
優
良
住
宅

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
長

期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
変
更
（
改

正
前
長
期
優
良
住
宅
法
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
変
更
に
限
る
。
）
の

認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

の
規
定
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
て
い
る
住
宅
の
譲
受

人
を
決
定
し
た
場
合
に
お

け
る
長
期
優
良
住
宅
建
築

等
計
画
変
更
認
定
申
請
手

数
料

千
八
百
円

百
八
十
三
の
六
　
改
正
前
長
期
優
良
住
宅

法
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
地
位
の
承

継
の
承
認
の
申
請
に
対
す
る
審
査

改
正
前
長
期
優
良
住
宅
法

の
規
定
に
基
づ
く
長
期
優

良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認

定
を
受
け
た
地
位
の
承
継

承
認
申
請
手
数
料

千
八
百
円



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

七

別
表
第
五
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
六
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の

認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
練
習
資
格
認

定
申
請
手
数
料

九
千
三
百
円
（
当
該
申

請
を
行
う
者
が
同
時
に

他
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
九
条
の
十

六
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
射
撃
練
習
を
行
う

資
格
の
認
定
の
申
請
を

行
う
場
合
に
お
け
る
当

該
他
の
同
項
の
規
定
に

基
づ
く
射
撃
練
習
を
行

う
資
格
の
認
定
の
申
請

に
係
る
審
査
に
あ
っ
て

は
、
五
千
六
百
円
）

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
五
十
四
号

を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
に
係

る
審
査
　
六
千
八
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
同
時
に
他
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ

の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
三
百
円
）

別
表
第
五
の
三
の
項
イ
中
「
第
五
条
の
二
第
三
項
第
二
号
」
の
下
に
「
又
は
第
三
号
」
を
加
え
、
同

表
中
十
四
の
項
を
十
五
の
項
と
し
、
九
の
項
か
ら
十
三
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
八
の

項
中
「
又
は
空
気
銃
」
を
「
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
」
に
改
め
、
同
項
イ
中
「
伴
う
場

合
」
を
「
伴
う
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃

の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
」
に
、
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一

項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
「
基
づ
く
」
の
下
に
「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
同
項
ロ

中
「
伴
わ
な
い
場
合
」
を
「
伴
わ
な
い
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
」
に
改
め
、
「
基
づ
く
」
の
下
に

「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
「
同
号
」
を
「
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
当

該
同
項
」
を
「
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ロ
　
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
う
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
　
七
千
二
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者

が
同
時
に
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に

お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

及
び
当
該
申
請
を
行
う
者
が
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
八
百
円
）

別
表
第
五
の
八
の
項
金
額
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ
　
新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
わ
な
い
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
　
六
千
八
百
円
（
当
該
申
請
を
行

う
者
が
同
時
に
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場

合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る

審
査
及
び
当
該
申
請
を
行
う
者
が
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
四
百
円
）

別
表
第
五
中
八
の
項
を
九
の
項
と
し
、
四
の
項
か
ら
七
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
三
の
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催

ク
ロ
ス
ボ
ウ
取
扱
講
習
会
手
数

料

イ
　
現
に
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
第
四

条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
て
ク
ロ
ス
ボ
ウ

を
所
持
し
て
い
る
者

に
対
す
る
講
習
会
　

三
千
円

ロ
　
そ
の
他
の
者
に
対

す
る
講
習
会
　
六
千

九
百
円

四
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催

ク
ロ
ス
ボ
ウ
取
扱
講
習
会
手
数

料

イ
　
現
に
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
第
四

条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
て
ク
ロ
ス
ボ
ウ

を
所
持
し
て
い
る
者

に
対
す
る
講
習
会
　

三
千
円

ロ
　
そ
の
他
の
者
に
対

す
る
講
習
会
　
六
千

九
百
円



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

八

担
す
る
負
担
金
の
う
ち
そ
の
徴
収
に
係
る
土
地
に
係
る
部
分
の
額
と
し
て
令
第
五
十
三
条
の
十
一
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
か
ら
、
当
該
事
業
に
つ
き
法

第
九
十
条
第
二
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
徴
収
す
る
負
担
金
の
う
ち
当
該
土
地
に
係
る
部

分
の
額
と
し
て
令
第
五
十
三
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算

定
さ
れ
る
額
を
差
し
引
い
て
得
た
額
と
す
る
。

4
　
第
一
項
の
特
別
徴
収
金
（
こ
れ
に
代
え
て
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
徴
収
す
る
金
銭
を
含
む
。
）
は
、
一
時
に
そ
の
全
額
を
徴
収
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
五
十
五
号

山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
　
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
着
手
し
た
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る

土
砂
の
埋
立
て
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

山
梨
県
条
例
第
五
十
六
号

山
梨
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

山
梨
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
の
表
奈
良
田
第
一
発
電
所
の
項
中
「
三
、
〇
〇
〇
」
を
「
二
、
一
〇
〇
」
に
改

国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
徴
収
条
例
（
昭
和
四
十
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金
等
徴
収
条
例

第
一
条
中
「
負
担
金
」
の
下
に
「
及
び
法
第
九
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
に
係
る
特
別

徴
収
金
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
第
八
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
」
に
、
「
災
害
復
旧

を
」
を
「
災
害
復
旧
又
は
突
発
事
故
被
害
（
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
突
発
事
故
被
害
を

い
う
。
）
の
復
旧
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
災
害
復
旧
等
」
と
い
う
。
）
を
」
に
、
「
災
害
復
旧

の
」
を
「
災
害
復
旧
等
の
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
法
第
八
十
八

条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
に
係
る
事
業
費
の
一
部
に
つ
き
借
入
金
を
も
つ
て
そ
の
財
源
と
す
る
事

業
で
、
特
定
土
地
改
良
工
事
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
一
条
の
特
別
会
計

に
よ
り
施
行
さ
れ
る
工
事
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
率
）
」
を
「
当
該
事

業
が
完
了
し
た
日
が
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
令
第
五
十
三
条
第
二
項
の
農
林
水

産
大
臣
の
定
め
る
率
」
に
改
め
る
。

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
別
徴
収
金
）

第
五
条
　
知
事
は
、
事
業
の
施
行
に
係
る
地
域
内
に
あ
る
土
地
に
つ
き
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を

有
す
る
者
が
、
当
該
事
業
の
工
事
の
完
了
に
つ
き
法
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

が
あ
つ
た
日
（
そ
の
日
前
に
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
当
該
土
地
を
含
む
一
定
の
地
域
に
つ
い
て
当
該

事
業
に
よ
つ
て
受
け
る
利
益
の
全
て
が
発
生
し
た
と
認
め
て
そ
の
旨
を
公
告
し
た
と
き
は
、
そ
の
公

告
し
た
日
）
以
後
八
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
土
地
を
当
該
事
業
の
計
画
に
お
い
て
予

定
し
た
用
途
以
外
の
用
途
（
令
第
五
十
三
条
の
八
に
規
定
す
る
用
途
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
目
的
外
用
途
」
と
い
う
。
）
に
供
す
る
た
め
所
有
権
の
移
転
等
（
法
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
所
有
権
の
移
転
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
場
合
又
は
当
該

土
地
を
自
ら
目
的
外
用
途
に
供
し
た
場
合
（
当
該
土
地
を
目
的
外
用
途
に
供
す
る
た
め
所
有
権
の
移

転
等
を
受
け
て
、
目
的
外
用
途
に
供
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
一
時
的
に
目
的
外
用
途
に
供
す

る
た
め
所
有
権
の
移
転
等
を
し
た
場
合
、
目
的
外
用
途
に
供
す
る
た
め
所
有
権
の
移
転
等
を
す
る
際

に
既
に
当
該
土
地
が
災
害
等
に
よ
り
当
該
事
業
に
よ
る
利
益
を
受
け
て
い
な
い
も
の
と
な
つ
て
い
る

場
合
又
は
令
第
五
十
三
条
の
九
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
者
か
ら
、
特
別

徴
収
金
を
徴
収
す
る
。

2
　
前
項
の
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3
　
第
一
項
の
特
別
徴
収
金
の
額
は
、
当
該
事
業
に
つ
き
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
負



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
五
十
一
号
　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

九

め
、
同
表
奈
良
田
第
二
発
電
所
の
項
中
「
四
六
〇
」
を
「
四
二
〇
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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